
 

施策評価結果の妥当性の評価について（案） 

 

１ 評価方法 

専門部会で評価する。今後、専門部会を４回開催し、各回３施策（計 12施策）を

検討の対象とする。（※両部会で 24施策） 

評価は別紙「施策評価表検討シート（案）」を使用して行う。 

 

【評価の流れ】※(1)～(3)は専門部会開催前の作業です。 

(1) 事務局から各委員に、対象施策の①「施策評価表」、②対象施策を上位施策と

する｢事務事業評価表｣、③「施策評価表検討シート」を送付する。 

(2) 各委員は、「施策評価表検討シート」を記入し、事務局に返送する。 

(3) 事務局は、部会毎に「施策評価表検討シート」をまとめ、委員に送付する。 

(4) 専門部会で所管課長等への質疑応答を行い、部会としての評価をまとめる。 

 

２ 施策の選定方法 

長期計画の 22政策から一つの施策を選定することを原則とする。ただし、第１専

門部会と第２専門部会では、担当する政策数が異なるため、第２専門部会は、10政

策から 12施策を選定する。選定の視点としては、各専門部会の関心度の高い施策や

「良好に進んでいない」等と評価された施策の中から選定する。 

(1) 第１専門部会       12 政策 

・ 区民生活と産業分野     5 政策 

・ 環境とまちづくり分野    7 政策 

 

(2) 第２専門部会           10 政策 

・ 子ども分野             3 政策 

・ 健康と福祉分野         6 政策 

・ 行政運営分野           1 政策 

 

３ 専門部会スケジュール      

10 月～11 月初旬までに専門部会毎に４回開催します。 

開催日程は、第１専門部会は本日、第２専門部会は石田部会長に確認したうえで、

決定します。 

資料 ２ 


